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要       約 
太平洋北部におけるマダラの漁獲量は 1998、1999 年に非常に多かった。これは 1996 年か

ら 1998 年における加入が連続して良かったためと考えられる。その後の加入は、1999 年およ

び 2000 年には低調だったが、2002 年には 1990 年代後半の卓越年級に準じるほど多かった。

2004 年～2006 年には比較的多かったものの、2007 年には極めて少なかったことから、資源

は中位水準と考えられる。また、2008 年の資源量は 5 年前とほぼ同レベルであることから、

動向は横ばいと考えられる。 
本系群には明瞭な再生産関係は認められていない。マダラは成長が非常に早いため、ある程

度の加入量があれば資源が大きく減少することはない。そこで、当面の親魚量を確保して卓越

年級の加入を阻害しないことを管理目標とし、F20%SPR を管理基準とした。平成 20 年度 ABC
算定のための基本規則 1－3）－（2）に基づき F limit =F20%SPR×β1とし、β1=1 としたと

きの漁獲量を ABC limit とした。また、F target =Flimit×0.8 とし、この時の漁獲量を ABC 
target とした。 

2009年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 101百トン F20%SPR 0.38 29%

ABC target 84百トン 0.8F20%SPR 0.31 24%

注）F値は各年齢の平均で、ABCは100トン未満で四捨五入した

年 資源量（百トン） 漁獲量（百トン） Ｆ値 漁獲割合

2006 510 158 0.44 31%

2007 532 250 0.77 47%

2008 319

 
水準： 中位  動向： 横ばい 

 
1．まえがき 

マダラは、底魚類の中でも個体数が多く、大型に成長することから各地で重要な漁獲対象種

とされている。東北地方においても周年漁獲され、特に冬場の繁殖期を中心として重要な地先

資源となっている。本海域は太平洋岸における本種の分布の南限に位置していることもあり、

太平洋北部系群の資源動向は比較的不安定で、増減を繰り返している。近年の資源量および漁

獲量は 1998、1999 年に過去最高を記録したがその後減少し、2004 年以降再び増加傾向にあ

った。しかし、2007 年の発生量が極めて少ないため、2008 年の資源状態は 2005 年～2007 年

よりも悪くなっている。このように近年は大きな資源変動が認められることから、今後の加入

や資源動向に注意を払う必要がある。 
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の資源量はそれぞれ 8.6 万トン以上および 11.4 万トン以上となり、漁獲量も 1.7 万トン、1.6
万トンになる。Fsus で漁獲すると、資源は一度増加した後に若干減少し、2015 年に 2008 年

と同レベルの 3.2 万トンになり、漁獲量は 1.3 万トン前後となる。F20%SPR で漁獲すると、

2009 年の漁獲量は 1 万トンになるものの、その後の資源は増加し、2013 年には 6.4 万トンと

過去最高であった 1998、1999年に匹敵する水準となる。マダラは成長が非常によいことから、

若齢魚の漁獲圧を下げることで資源の回復が見込める。親魚までの生き残りを促しつつ、当面

の親魚量を一定量確保することができる F20%SPR を基準値とし、β1を１とした。 
その結果、ABClimit=10,090 トン、ABCtarget=8,405 トンと算出された。 
  

 

2009年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 101百トン F20%SPR 0.38 29%

ABC target 84百トン 0.8F20%SPR 0.31 24%

注）F値は各年齢の平均で、ABCは100トン未満で四捨五入した

（3）ABClimit の評価 
本系群には明瞭な再生産関係は認められていないため、親魚量や産卵量に基づく将来予測は

難しい。しかし、成長が非常に早いため、ある程度の加入量があれば資源が大きく減少するこ

とはない。そのため、加入量の将来予測に基づく長期的な展望を視野に入れた管理よりも現在

いる資源の生き残りを促し、一定の親魚量を確保して卓越年級の加入を阻害しないといった管

理の方が望ましいと考えられる。そこで F20%SPR を管理基準値として用いた。F20%SPR を

Flimit として漁獲すると、2009 年の漁獲量は 1.0 万トンと現状よりも減少するものの、2010
年には 1.2 万トンになり、資源量も 2011 年には高位と判断できる水準にまで回復する。 
マダラは成長が非常に早いことから、若齢魚に対する漁獲圧を少し控えることにより、資源

の回復が見込める。2010 年以降の加入量は低めに見積もっているが、それでも基準値で漁獲

すると 2011 年以降には高位水準となり、2013 年には過去最高に準じるレベルに達すると推定

されることから、β1は１とした。 
 
（4）ABC の再評価 
 2008 年の ABClimit は当初 158 百トンであったが、これは加入量を卓越年級をのぞく過去

の平均レベルと見積もったときの推定値であった。その後の調査で、2007 年級の加入量が極

めて少ないことがわかり、再評価では資源量、ABClimit ともに大きく減少している。また、

2007 年の ABClimit は再評価、再々評価でも 162～165 百トンであったのに対し、実際の漁獲

量は 250 百トンと大幅に上回った。2007 年の漁獲量は暫定値で、近年では確定値は暫定値の

評価対象年 管理
1

資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量

（当初・再評価） 基準 （百トン） （百トン） （百トン） （百トン）

2007年（当初） F20%SPR(0.39) 477 131 108

2007年（2007年再評価） F20%SPR(0.34) 532 162 136

2007年（2008年再評価） F20%SPR(0.38) 532 165 138 250

2008年（当初） Fsus(0.30) 533 158 132

2008年（2008年再評価） F20%SPR(0.38) 319 79 65

1;ABClimitに対する資源管理基準（略号）とそれに相当するF値（年あたり）
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補足資料 2 資源計算方法 
 
マダラ太平洋北部系群の資源量推定は、調査船による着底トロール調査の結果（補足資料 3）

を用いた面積－密度法により行われている。まず、体長組成（0、1 歳魚）と耳石の透明帯の

読みとり(2 歳魚以上)から漁獲されたすべての個体について年齢を査定した。次に北緯 38°50′
で調査海域を南北に分け、2007 年には 100～200m、200～300m、300～400m、400～500m、

500～600m、600～700m、700～800m および 800～1,000m の８水深帯、16 層に海域を層化

した。南北および水深帯で層化した層（i）ごとに各調査点（j）において網着底から網離底ま

での距離を求め、それを曳網距離として用いた。オッターレコーダー（フルノ社製，CN-22A）

でオッターボード間隔を測定し、漁具構成から得られたオッターボード間隔と袖先間隔の比

（1：0.258）により袖先間隔を推定し、曳網距離に袖先間隔を乗じて i 層 j 地点の曳網面積（aij）

を求めた。i 層 j 地点の年齢別漁獲重量あるいは年齢別漁獲尾数（Cij）を aijで除し，i 層 j 地点

の密度（dij）を算出し、その平均を i 層における密度 diとした。なお、niは i 層の調査地点数

を表す。 
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さらに、i 層の平均密度（di）に i 層の海域面積（Ai）を乗じ、i 層の資源量あるいは資源尾数

（Bi）を求め、これらを合計することにより東北海域全体のマダラの資源量あるいは資源尾数

（B）とした。 

iii dAB ⋅=     (3) 

∑= iBB     (4) 

資源尾数については、体長１cm ごとに計算を行い、資源全体の年齢別体長組成を求めた。ま

た、着底トロール調査の結果と漁獲物の年齢および体長組成をもとに求めた過去のコホート解

析の結果から、着底トロールにおける年齢別の採集効率を求めたところ、年齢によって採集効

率は異なり、2 歳魚では 0.54 であるのに対し 3 歳魚では 0.12 であることが示されている（上

田ら 2006）。マダラの食性や生息場所は成長とともに変わる。若齢期には遊泳力が弱く砂泥底

付近を群泳し、オキアミ類や小型頭足類を捕食する。大型、高齢化とともに岩礁域に生息場所

を移し、魚類や頭足類を主食とするようになる。着底トロール網は岩礁域での曳網が困難で、

岩礁域の周辺を生息域とする高齢魚との遭遇率は低くなると考えられる。そのため、ここでは

遭遇率も加味したものを採集効率とした。なお、1 歳魚については 2 歳魚よりもさらに漁獲さ

れやすいと考えられるため、その採集効率は 0.64 とした。 
i 層の密度の標準偏差（SDdi）を求め、niと Aiにより i 層における資源量あるいは資源尾数

の標準誤差（SEBi）を計算し、調査海域全体における資源の標準誤差（SE）および変動係数

（CV, %）を下式により求めた。なお、ここで得られる CV とは資源量および資源尾数の指標

マダラ太平洋北部系群-13-

- 831 -








